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7-1.計画全体の方針

　１）老朽化対策における基本方針

　２）新技術等の活用方針

　３）費用の縮減に関する具体的な方針

①長寿命化修繕計画の目的
　過年度に実施したトンネル長寿命化修繕計画及びトンネル定期点検結果に基づき、事業実施成果の検証
   と予防保全段階からの必要な措置及び長寿命化計画に基づく架け替えを検討することで、予算の平準化
   及び維持管理コストの縮減を行うことを目的とするものである。
②対象施設
　柳津町が管理するトンネル　（※「（2）個別の構造物ごとの事項」に示す全4トンネル）
③計画期間
　鉄筋コンクリート造の法定耐用年数75年をカバーし、各トンネル毎に築造年度から100年とする。
④個別施設の老朽化の状況
　築造後22年～27年経過したNATMトンネルである。構造に支障を及ぼす損傷は見られないが、覆工
   アーチ部にうきが見られる。通行者の安全性を考慮し、予防保全の観点から補修等の対策を要する。
⑤対策の優先順位の考え方と目標
　点検による健全度判定に加え、交通量、緊急輸送路（1次･2次･非該当）、道路種別（1級･2級･その
   他）、観光道路（観光地ｱｸｾｽ）、行政境道路、生活用道路（ﾊﾞｽ路線、通学路、公共施設ｱｸｾｽ、限界集
   落･孤立集落ｱｸｾｽ）、補修要望といった評価指標を点数化し、これらを勘案して、対策優先順位を決定
   する。このことにより、構造物としての性能を一定水準以上保持することを目標とする。

・公共工事における品質確保、作業時の安全性向上、環境保全等を目的として、点検手法や修繕工法に
　おいて新技術等を活用するよう検討を行う。

・活用にあたっては、適用性、有用性、安全性等を十分に考慮した上、協議により決定する。

・検討する新技術については「点検支援技術性能カタログ(案) 国土交通省」に掲載されている技術を参考
   にし、妥当性を検討する。

・対象となる4トンネルのうち、１巡目点検において従来技術を使用したトンネルに対しては新技術等を
   活用した点検を実施することで、費用を縮減することを目標とする。

・社会経済情勢や施設の利用状況等の変化に応じた適正な配置のためのトンネルの撤去・機能縮小など
　による費用の縮減に関する方針を定める。

・対策工の選定にあたっては、新技術、工事工程（施工手順）、施工性、品質・出来形、環境性（景
   観）、安全性、そして経済性を比較検討し、決定する。

・長期修繕計画においては、工事実施や定期点検による健全度判定結果により逐次見直し、更新を実施
   する。


